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論 文 内 容 の 要 旨 

学籍番号 19D003 

氏  名 小林 幸恵 

論 文 名 

 

慢性疾患のある独居高齢者の孤独感とセルフケア能力に関する研究 

（A study of loneliness and self-care agency of elderly people 

living alone with chronic disease） 

 

我が国は先進諸国の中でも急速な高齢化が進み、2065 年には国民の約 2.6 人に 1 人が

65 歳以上となる社会が到来すると推計されている。また、近年、離婚や死別、未婚など

により独居高齢者数が増加傾向にあることや、高齢者の 9 割近くが慢性疾患を有してい

ることが報告されている。これらから、独居ですぐ傍に頼れる人がおらず、かつ慢性疾患

のある高齢者は、疾患管理を含めたセルフケアに困難を感じることがあるのではないか

と考えた。他方、孤独感と健康は問題を生じやすい関係であることが知られており、中で

も高齢者の孤独は、深刻な健康障害をもたらすことが指摘されている。独居は、孤独感を

もたらす要因の一つとされるため、前述した慢性疾患のある独居高齢者のセルフケアは、

孤独感に影響を受けないのだろうかと疑問を持った。これまでに、慢性疾患のある独居高

齢者の孤独感とセルフケア能力の関係について報告されたものはない。これを踏まえ、本

学位論文では、慢性疾患のある独居高齢者が、一人で暮らすことによって抱く孤独感とセ

ルフケア能力が、どのように関連しているのか明らかにし、その当事者の内面世界の構造

を理解した上で、地域で一人で生活する高齢者へのセルフケア維持・向上への介入方法に

ついて考察することを目的とする。 

本学位論文は６章で構成する。 

第一章では、研究の背景、研究目的と方法について述べた。すなわち、我が国は先進諸

国の中でも稀にみる早さで高齢化が進んでいる現状にあること、長期の受療が必要とな

る高齢者の慢性疾患の罹患率が高いこと、離婚や生涯未婚率の上昇による単独世帯の増

加および高齢者の孤独感と健康問題について多くの報告があることを踏まえ、本学位論

文の目的と意義について述べた。 

第二章では、本学位論文の目的を達成するために、慢性疾患のある独居高齢者の孤独感

が、どのようにセルフケア能力と関係するのかについて概念枠組みを作成し、更に３つの

作業仮説を設定した。 

仮説１：慢性疾患のある独居高齢者の孤独感は、セルフケア能力と関連する。 

仮説２：慢性疾患のある独居高齢者の孤独感は、社会関係の再構築により軽減できる。 



 

 

仮説３：慢性疾患のある独居高齢者は、支援者の存在により孤独感が軽減することでセル

フケア能力が維持される。 

これらの仮説の検証として、文献的考察、量的研究、質的研究に取り組んだ。 

第三章では、慢性疾患のある独居高齢者の孤独感とセルフケア能力に関する文献研究

を行い、孤独感およびセルフケア研究を概観した。それを基に、慢性疾患のある独居高齢

者のセルフケアに関する概念分析を行い、「慢性疾患を抱えながらも自宅で暮らしたいと

いう希望を持ち（やむを得ない場合含む）、病状の悪化や急変などの独居生活を破綻させ

うる要因に曝されながらも緊急時の備えを行い、周囲のサポートを得ながら一人で日常

生活を維持すること」と定義づけた。 

第四章では、慢性疾患のある独居高齢者の孤独感とセルフケア能力について、インター

ネットリサーチを用いた量的研究を行い、慢性疾患のある独居高齢者の孤独感はセルフ

ケア能力に関連していること、および関連要因が明らかになった。また、独居高齢者の方

が同居高齢者よりも孤独感がセルフケア能力に影響していたことが明らかになった。ま

た、コロナ禍において、独居高齢者では単に感染の不安があるだけではなく、外出機会の

減少によって疾患管理や日常生活の維持に不都合を感じていること、他者との交流が減

少し、孤独感を感じやすい状況にあることが明らかとなった。 

第五章では、慢性疾患のある独居高齢者に対して半構造化面接を行い、どのような経験

をしながらセルフケアを維持しているのか、また日常生活においてどのようなことが孤

独感に至りうると考えられ、それとどう付き合いながら生活を過ごしているのかについ

て調査した。その結果、慢性疾患を抱えながら独居生活を継続するために、できる範囲で

の無理のない健康管理や、何かができない自分も受け入れて折り合いをつけながら日常

生活を維持していた。また、孤独感はないとしつつも、孤独感に至りうる寂しさは抱いて

おり、この両方の思いがその時々によって揺らぐことがわかった。しかし孤独感に至らず

に済んでいるのは、独居とはいえ、支えてくれる家族や友人といった親しい人々との相互

交流であり、これによってセルフケアが維持されているという内面世界が明らかになっ

た。 

 第六章では、総合的考察として、これまでの研究結果から仮説の検証を行い、慢性疾患

のある独居高齢者の孤独感とセルフケア能力の構造考察を行った。その上で、考え得る慢

性疾患のある独居高齢者のセルフケア支援としての孤独感介入、および慢性疾患のある

独居高齢者へのセルフケア維持に向けた対応モデルについて検討した。最後に、研究の限

界として、調査に性差がみられたこと、研究参加者が結果的にセルフケアがある程度自立

した者ばかりとなったこと等について、今後の課題と合わせて述べた。 

 

 本学位論文の目的は、慢性疾患のある独居高齢者の孤独感とセルフケア能力が、どのよ

うに関連しているのか、また独居高齢者の内面世界の構造を理解した上で、セルフケア維

持・向上への介入方法について考察することであった。先行研究において、孤独感とセル



 

 

フケア能力の関連について述べた報告はなく、また、それらがどのような構造をしている

のか考察したものもなかった。本学位論文では、慢性疾患のある独居高齢者の孤独感とセ

ルフケア能力には関連があること、その内面世界としては、日々起こる色々な出来事に対

して折り合いをつけながら、自己肯定感をもって疾患管理を含めた日常生活管理を行っ

ていることがわかった。また、時にどうしようもない気がかりなどによって揺らぐ心を包

含しており、そこから孤独感に至る可能性があること、それを抑制しているのは支えてく

れる人々との交流であることが確認できた。慢性疾患のある独居高齢者がセルフケアを

維持するためには、複雑な心理状態が働いていることを本人と支援者が理解し、健康増悪

をきたさずに生活が継続できるように、自らの健康管理に目的指向性を持てるような働

きかけが必要である。慢性疾患のある独居高齢者の孤独感に注目しながら、セルフケア能

力を維持できるように、今後コミュニティへの働きかけへの可能性を探りたい。本学位論

文よって、今後の孤独感を踏まえた新たなセルフケア支援の方略について、一考の余地を

提供できたと考える。 
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